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（内容の要旨） 

本博士論文は、紀元後 3世紀の哲学者プロティノスによる可感的世界の探求を主題と

する。プラトン的イデアを根本原理とするプラトン主義者たちにとって、可感的世界に

おける事象の探求はあくまで第二義的な位置づけを持つものと見なされることが多い

が、とりわけ一者(τὸ ἕν)という超越原理を導入し、そこを起点として下位の世界の産出

プロセスを説明するプロティノスにおいては、そうした傾向が顕著であると考えられて

きた。実際、前世紀半ばまでのプロティノス研究においても、研究者達の関心は専ら一

者、知性(νοῦς)、魂(ψυχή)といったプロティノス独自の高位原理に向けられており、そ

うした諸原理と可感的世界、あるいは可感的世界そのものの構造が主題となることは殆

どなかった。しかしながら、彼のテクストを精査し、彼が残した可感的世界に関わる議

論を吟味すれば、以上のような評価が正確ではないことが即座に明らかとなる。むしろ、

彼は同時代の人々と可感的世界のあり方に関する議論を積極的に交わし、可感的世界の

合理的な解釈を提示し、その高位原理との関係を明らかにしている。そこから浮かび上

がってくるのは、プロティノスが可感的世界の探求に一定の重要性を見積もっており、

それが魂の高位原理への還帰という彼にとっての最重要課題へと接続するものと考えて

いることである。本博士論文の目的は、以上の問題意識に則り、プロティノスの可感的

事物に関わる探求プロセスを検討し、その議論を同時代的な文脈へと適切に位置づける

ことで、プロティノスによる可感的世界の探求とその意義を解明することである。 

第一章は、プロティノスによる『ティマイオス』解釈の中から、特に制作者(δημιουργός)

による世界制作神話を巡る論点を取り上げる。『ティマイオス』は、プラトン派に属す

る限り、可感的世界の考察を行う上での権威的テクストとなる。しかしながら、そこに

描かれているような擬人的原理に基づく可感的世界の成立過程の説明は、プラトン派を

含め批判的吟味の対象となった。プロティノスもまた無批判に『ティマイオス』の記述

を受け入れることはなく、先行解釈との対話の結果として独自の制作者像を構築してゆ

くことになる。本章の目的は、プロティノスが彼自身に至るまでの制作者解釈を踏まえ

提示した全く新しい制作者像と、その制作者を原因として可感的世界が生み出される仕

方を説明する理論として導入された「二重の自己展開活動理論」を検討し、その新奇性 
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と意義を確認することにある。第一節では、プロティノスに至るまでの『ティマイオ

ス』解釈の方向性と、プラトン派内部における制作者像を巡った議論の文脈を確認する。

第二節では、以上の議論の文脈に対してプロティノスが提示する問題意識を確認し、そ

の解決策として提案される「思案を伴わない制作者」像のあり方を検討する。第三節で

は、プロティノスにより導入された新たな制作者が可感的世界を作り出すプロセスであ

る、自然的産出モデルとしての「二重の自己展開活動理論」を取り上げ、その諸規則と

利点を考察する。 

 第二章は、プロティノスが可感的事物を主題とし、当時恐らく優勢であったペリパト

ス派的実体論に対して行った批判を取り上げる。プロティノスがまず着手するのは、『カ

テゴリー論』と『形而上学』を根拠にペリパトス派が唱える実体(οὐσία)の規定に関して、

その根本的不備を指摘することである。その上でプロティノスは、自身の構想する可感

的事物の構造を説明するのである。この説明にはペリパトス派と共有する質料・形相と

いう語彙が用いられるが、もはやそれぞれの内実はペリパトス派のものとは完全に異な

っている。本章では、プロティノスの可感的事物及び可感的世界の構造はこのいわば「擬

似質料・形相論」によって成り立っており、そこで「性質の束」として理解し直された

形相理解と、ペリパトス派の形相理解との相違点が指摘される。また以上の分析を経て

ペリパトス派の枠組みを解体し、独自の仕方で理解された質料・形相間の関わり合いに

基づいて可感的世界の構造を捉え直す中に、プロティノス特有の高位原理への還帰、上

昇というモチーフへの接続があり得るということが主張される。第一節では、ペリパト

ス派の実体論がプラトン派に与えた影響を確認し、プロティノスに至るまで等閑に付さ

れてきた「物体に備わる形相」のあり方を、改めて彼が問題として取り上げたことを指

摘する。第二節では、「諸性質と質料からなる何らかの集塊」として理解されたプロテ

ィノスの可感的「実体」について、それを形相という観点から考察し、その原因である

可知的実体との関係を明らかにする。第三節では、可感的世界における事物と、それら

の原型と言える可知的実体との間に見出される共通性及び差異が取り上げられる。第四

節では、以上の分析を経て捉え直された可感的事物について、それを認識する主体とい

う観点から考察し、その可感的事物に関わる認識の変容可能性は、魂の向け変え、還帰

というプロティノスにとっての最重要課題と地続きのものだということが主張される。 

 第三章では、前章で紹介された「擬似質料・形相論」の構成要素から質料(ὕλη)を取り

上げ、プロティノスがそこに与えた独自の解釈を検討する。着目するのは、プロティノ

スが強調する質料の非受動性(ἀπάθεια)、つまり、一切の転化を被らないという質料の

存在性格である。プロティノスの時代において、特定の事物が成立する以前の第一質料

を導入することは、複数の学派に共通する傾向であった。特にプロティノスの構想する 
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質料理解は同時代のペリパトス派の第一質料と多くの共通点を持ちながら、彼はそこに

非受動性という更なる独自の特徴づけを認めることで、他学派からの差別化を図る。た

だここでも、プロティノスの質料解釈は『ティマイオス』に忠実なものとは言えず、む

しろペリパトス派の第一質料論に備わる不備を指摘した上で必然的に導き出される独自

の理解として昇華された内実を持つものだということが判明する。第一節では、本章が

中心的に取り上げる第 26論攷「非物体的なものの非受動性について」において展開され

る質料論の焦点を確認し、そこでのプロティノスの問題意識を整理する。第二節では、

非受動性という、第一質料に関するプロティノス独自の特徴づけについて、その導入経

緯を同時代的な議論、特にアフロディシアスのアレクサンドロスの第一質料論と比較し、

それが論敵の不備を回避、解消するものとして導かれた、プロティノスにとっての必然

的結論であったということを指摘する。第三節では、次章の主題へと接続する論点とし

て、以上の質料の非受動性を導入するにあたって問題となる「大きさ」概念を取り上げ、

プロティノスがそれを形相原理に基づいて成立するものと見なしていることを確認す

る。 

 第四章では、前章で導入された質料の非受動性というあり方を認めるときに直面する

アポリアを扱う。すなわち、プロティノスの言う非受動なる質料とは、一切の転化を受

け入れないものとして説明されるのだから、それ自体が物体(σῶμα)となることはない。

このように前提するとき、我々が日常的に経験、感覚する物体としてのあり方の根源は

どこに求められるのか、という問題である。ここでの課題は、質料を物体の構成要素に

含ませることなく、形相のみを直接的原因とし、三次元的延長の成立へと寄与させる仕

方である。プロティノスはこの困難を解消し、イデアを物体に対し先行させるプラトン

派が必然的に直面する、非物体的な原因が物体を産出するとはいかなる事態か、という

難問を解決する。第一節では、プロティノスが考える物体・非物体の境界を検討し、そ

の両者を分かつ基準が三次元性の有無に求められていることを確認する。また、その三

次元性の成立過程で言及される嵩(ὄγκος)というあり方を巡る現代の議論状況を紹介す

る。第二節では、物体性(σωματότης)をキーワードとして他学派の物体に関する見解を

比較し、物体のあり方を物体の内部で説明し尽くすことは出来ないという、他学派に対

するプロティノスの立場を明確にする。第三節では、実際にプロティノスが考える三次

元性の成立過程と嵩というあり方が、性質の量化というアイディアに即して、所謂「空

間」概念へと接続するものとして説明される。 

 第五章では、ここまで解明してきたプロティノスにおける可感的世界の構造を基にし、

物体・非物体あるいは可感的・可知的という相容れない二領域を跨ぐ上昇のプロセスを 
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中心主題とする。プロティノスにおいても、この上昇の起点となるのは可感的世界であ

り、その探求の中に手掛かりを見つけなくてはならない。この上昇を支える営みとして、

プロティノスはディアレクティケーへの言及を行う。哲学の出発点である「何であるか

(τί ἐστιν)」という問いを突き詰め、そう問うことの終極へと歩みを進めるとき、人は可

感的世界の探求から可知的世界の探求へと足を踏み入れることになる。第一節では、先

行するプラトン派とのディアレクティケー理解との差異を確認しつつ、プロティノスの

ディアレクティケー観をまとめ、そこに与えられた上昇の契機という位置付けと、ディ

アレクティケーの実践可能性という問題点を同時に指摘する。第二節では、ディアレク

ティケーの実践へと繋がる「何であるか」という哲学的問いの形式を問題とし、プロテ

ィノスがそこに担わせた役割を見てゆく。そこでは、プロティノスにとっての「何であ

るか」という問いは、その対象となる事物が「なぜ」そうあるのかという原因性を巡る

問いをも含み込むものであり、必然的に可知的実体への参照を必要とするものだという

ことが明らかとなる。第三節では、「何であるか」という問いを突き詰める先にプロテ

ィノスが想定する認識対象の喪失という事態が取り上げられる。あくまでプロティノス

にとっては、可知的実体としてのイデアすらも複合性を備えるものであり、その複合を

解きほぐしてゆくことの中にディアレクティケーの実践があり、より単一な原理への接

近があり得るのである。 

 第六章では、前章での言葉を介した上昇プロセスを別の角度から眺め、上昇を得るに

あたって美の概念が果たす役割を検討する。プロティノスはこの上昇を「神に似ること

(ὁμοίωσις θεῷ)」というプラトン的モチーフに重ねて説明することがあるが、この「似

ること」の理解を発展させ、自己の変容というプロティノス独自の境地へと接続させる。

その入り口は可感的美の構造を原因とともに正確に知ることであり、その意味でプロテ

ィノスによる可感的世界の考察は極めて重要な意義を持つ。加えてそこには、万人が参

与し得る普遍的な営みとしての側面も同時に持たされることになる。第一節では、「神

に似ること」というアイディアについて、徳(ἀρετή)をキーワードとし、人間が神に似る

という事態に関してプロティノスが抱いていた問題意識を整理する。ここでは、プロテ

ィノスにとっての「神に似ること」とは、人間が徳を備える中で魂を浄化させるプロセ

スなのだということが明らかとなる。第二節では、この浄化プロセスに関して、美とい

う概念が果たす役割を検討する。徳を備えることは魂の浄化のために必要だが、神の段

階に至って徳はもはや必要とされない。このジレンマを解消するものとして、美を介し

た類似、延いては美そのものになるというプロティノス独自の見解が提示されることに

なる。第三節では、美の認識という場面を取り上げ、可感的美の認識と、その美の原因 
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を巡る問いこそが、「神に似ること」つまり魂の還帰を支える重要な要素であったこと

を指摘する。 

このように、観点を変えながらプロティノスによる可感的世界の探求の内実を確認す

る中で明らかとなったことの一つは、プロティノスにおける可感的世界の構造が、どこ

までもプラトン『ティマイオス』の記述を下敷きとして構想されていることである。し

かしながらこのことは、プロティノスがプラトンの記述をそのまま受け容れ、字義通り

の解釈を擁護したということを意味しない。プロティノスの時代に至るまでに、『ティ

マイオス』の記述はプラトン派か他学派かを問わず、多数の有意な批判的吟味に晒され

てきた。プロティノスにおいて一見突飛な印象を与える制作者としての知性、非受動的

な質料といった諸概念も、もちろん哲学史における新奇性を有しながら、他方で彼以前

の哲学史と地続きのものだと見なすことが出来る。 

 また、プロティノスを「新プラトン主義者」としてラベリングする際に必ず持ち出さ

れる一者、知性といった高位原理の導入は、現代の読み手のみならず、弟子のポルフュ

リオスを含む彼の同時代人にあっても即座には理解不能なものだったと伝えられる。決

してプロティノスによる荒唐無稽な発想ではなく、またプラトン主義的立場を強行する

ための独断論の産物でもない。むしろ、同時代に至るまでの哲学史的蓄積を十全に検討

した上で、プラトン主義内外を問わず、学説としての妥当性を突き詰めた結果必然的に

要請されたものとして構想されている。ここに哲学者プロティノスの対話的態度を見て

とることが出来よう。 

 非物体的な原理を巡る論争は、学派ごとに措定する前提の齟齬を原因として、しばし

ば健全な議論の成立が危ぶまれるものである。プロティノスはその点を念頭に置き、読

み手、あるいは論敵の多様性を十分に考慮した上で、自由に論の焦点を変更する書き手

だったように思われる。当然プラトン派内部のプラトン解釈においてイデア的原理の実

在を説得する必要はなく、むしろ前提として扱われてよいはずである。しかしながらプ

ロティノスは、他学派からの批判に対する際にもイデア的原理という前提を強弁するわ

けではない。 

 このときのプロティノスの態度は、いわば柔軟かつ誠実である。つまり、他学派とそ

の実在性を共有している可感的世界のあり方を題材とし、他学派の学説に備わる根本的

不備を指摘した上で初めて、その不足を補完する説明項としての高位原理の存在に訴え

かけるのである。非物体的原理とは異なり、可感的世界を対象とした探求は必然的に現

象、経験との整合性を問われることになる。そして、現象、経験に最もよく合致すると

「思われた」説明が、理論としての精巧さを獲得することになる。またこの精巧さが確 
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保され、我々が共通して被る現象、経験の大部分を整合的に説明し得るとき、その理論

は真実らしさを獲得するだろう。プロティノスの時代に至るまでに、ペリパトス派の可

感的実体論がこの精巧な理論としての地位を獲得していのだと想像される。実際、プロ

ティノスの説明にも多分に流入しているペリパトス派の哲学語彙は、この当時の思想状

況を物語っているようにも思われる。 

プロティノスに言わせれば、この理論としての精巧さは可感的事象をうまく説明する

一方で、観察者を容易に納得させ、更なる根本原因への歩みを阻害してしまう要因でも

あった。だからこそプロティノスは、このペリパトス派による精巧な可感的事物の分析

にメスを入れ、その根本的な不備を指摘し、自身の構想する「新たな」可感的事物の理

論を構築したのだと考えられる。 

 この可感的事物の説明は、物体に関わる現象を説明し得るものでありながら、いわゆ

る「自然学」という範疇に収めきることは出来ない。その中では常に、可感的事物から

切り離されたかたちで自立する非物体的な原因の存在が想定されている。すなわち、プ

ロティノスにとって、可感的事物を対象とした考察の中には必然的に非物体的な原理へ

の参照が含み込まれている。それ故、その構造を具に見て検討することは、それを作り

だした高位原理の存在に気付き、また上昇するための契機を掴むことに他ならない。こ

のように、プロティノスは可感的事物を切り捨てず、むしろそこに整合的な説明を与え

る中で、自身の哲学を一部の人間に向けた内向きの教説とすることなく、万人に開かれ

た営みとして構想していたものと思われるのである。 
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Thesis Summary 

 

This dissertation focuses on the exploration of the sensible world by the third-century philosopher 

Plotinus. While preceding Platonists typically consider the events in the sensible world as of secondary 

value due to the primacy of the Platonic Idea, Plotinus differs in his approach. An examination of his 

texts reveals active engagement in debates concerning sensible objects, offering a rational 

interpretation of the sensible world, and clarifying its connection to higher principles. Plotinus accords 

great importance to exploring the sensible world, recognizing its relevance to his primary concern of 

returning to the higher principles of the soul. This dissertation aims to investigate Plotinus’ process of 

inquiry into sensible things and to elucidate the significance of his exploration of the sensible world. 

Chapter 1 explores Plotinus’ interpretations of Timaeus, focusing on issues related to the myth of 

world-making by the creator. He rejects its uncritical acceptance, developing a new image of the creator 

through dialog with preceding interpretations. This chapter highlights the novelty and significance of 

Plotinus’ creator image, which is constructed based on his unique interpretation and the “double-activity 

theory.” 

Chapter 2 discusses Plotinus’ critique of the Peripatetic theory of substance. Plotinus highlights the 

shortcomings of the Peripatetic definition of substance and presents his own structure of sensible things, 

using the hylomorphic vocabulary shared with the Peripatetic school. This chapter argues that Plotinus' 

framework for sensible things is based on a “pseudohylomorphism.” This theory dismantles the 

Peripatetic framework and reevaluates the structure of the sensible world. 

Chapter 3 examines Plotinus’ distinctive interpretation of matter, focusing on his emphasis on its 

impassivity. In interpreting prime matter, Plotinus distinguishes himself, particularly from the Peripatetic 

school, by highlighting its impassive nature. Plotinus’ interpretation of prime matter deviates from the 

texts of Timaeus: it is an original view produced as a result of debates. 

Chapter 4 addresses the challenge posed by the impassivity of prime matter discussed in the 

previous chapter. Plotinus describes impassive matter as being unable to undergo transformation. The 

challenge here is how to make matter contribute to the establishment of a three-dimensional extension 

without making it a component of the object. Plotinus resolves this issue, tackling the Platonists’ 

conundrum of how an intelligible cause produces sensible objects. 

In Chapter 5, the central theme is the ascent process bridging the incompatible realms of the 

sensible and the intelligible. The sensible world serves as the starting point for this ascent in Plotinus’  
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philosophy, and dialectic is referenced as an activity supporting this journey. When one delves into the 

question of “what is,” which is the starting point of philosophy, one steps away from the search for the 

sensible world to that for the intelligible world. 

Focusing on the concept of beauty, Chapter 6 takes a different perspective on the ascent process. 

Plotinus sometimes associates this ascent with the Platonic idea of “becoming like God,” which is 

connected to his own idea of self-transformation. The key is to accurately comprehend the structure and 

causes of sensible beauty. This exploration also has a universal aspect, making it an activity in which all 

individuals can participate. 
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